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研究分野：心理学 
科研費の分科・細目： 心理学・教育心理学 
キーワード： お金 東アジア 生活世界 子ども 文化的道具 差の文化心理学 
 
１．研究計画の概要 
 子どもの文化社会的な発達の様相を、お小
遣いをめぐる親子関係、友達関係に関する意
識や行動、お金の使い方についての規範意識
や使用の自由度に関する意識、実際の使用範
囲といった諸点から、東アジア各地の比較と
年齢の比較を行う。またそれらの研究の基盤
となる文化理論、分析概念、方法論全般にわ
たる再検討を行い、「差の文化心理学」の立
ち上げをめざす。これらの作業を東アジア地
域の研究者による共同作業として行うこと
を通し、この地域による恒常的な研究者ネッ
トワークの形成も指向する。 
 
２．研究の進捗状況 
 上記の諸問題について、実証面ではお金を
介した対人関係構造がどのように文化的に
成立し、また発達的に変化するか、という観
点から、友達関係に於けるおごりを含む金銭
媒介的関係の経験度合いやそれに対する規
範的評価の問題、お金の与え方などに現れる、
子どもの金銭行動に対する親のコントロー
ルの仕方の問題、そこからも見えてくる、子
どもの自主的金銭行動の形成と拡大といっ
た、金銭媒介的生活世界の拡大と自立の問題
について、子どもへの質問紙データの分析、
インタビューの分析が順調に進行し、現時点
では日本のデータの基本構造と韓国データ
との比較、韓国国内に於ける地域間比較、中
国に於ける地域間比較や社会階層間比較、日
中韓越の基本項目に関する全体的比較など
が行われ、順次公刊されている。 
 理論面では基本分析概念として文化心理
学に於いて重視されている媒介構造の議論
をにらみつつ、主体間の相互媒介的関係、対

象を媒介にした主体間関係、さらにその全体
を媒介する規範的要素などを統合した「拡張
された媒介構造」を提出している。またお金
を抽象的で非人格的、中性的な経済的道具と
してみるのではなく、具体的な対人関係文脈
の中で人間関係を含む生活世界を文化的に
成立させていく力を持つ「文化的道具」とし
て概念化し、さらにそれを分析する方法論と
して、マルチボイスメソッド、マルチメソッ
ドを整備しつつある。 
 研究者ネットワークについては日中韓越
の研究者が恒常的に連絡を取り合い、調査、
議論を行う体制がすでに安定して形成され
ている。 
 
３．現在までの達成度 
 ② 理論面の整備は予定を越えて最も進
んでおり、海外での発表も二つの Handbook
に掲載済み及び予定である。質問紙の分析も
順調であり、インタビュー分析は少し遅れ気
味、観察データの分析が相対的に遅れており、
その活用の仕方について、下記項目「本の作
成」の中で調整する予定である。これらのバ
ランスを考え②と評価する。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度の課題は親への質問紙を子ども
とセットで実施すること、差の文化心理学の
基 本的な議 論を Oxford Handbook of 
Cultural Psychology に依頼された一章とし
てまとめること、これまでの子ども質問紙や
インタビュー、観察の結果を実証・理論の両
面から全体としてまとめる本を作ること、日
本や欧米での発表の他に、韓国、中国、ベト
ナムでも各地の言語で、各地のデータを中心
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とした学術論文を作成発表していくことで
ある。 
 本研究課題による研究期間を終了した後
も、蓄積されたデータを多様な角度から分析
しつつ、英語での単行本出版を含め、作業が
継続される見込みである。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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 本研究の一部を為す理論論文(Yamamoto & 
Takahashi,2007)に対し、2008 年に中国にお
いて「朱智賢心理学賞」が与えられた。 
 また、お小遣いをめぐる親子関係について、
ベネッセ教育研究所などから専門的知識や
親へのアドバイスなどを求められたり、朝日
新聞全国版で紹介されるなど、その成果が一
定程度社会的にも認知されるに至っている。
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